
ここがポイント

株式会社ヤスナガ

思い切った設備導入ができた背景に
は、以前から現 場 の自動 化を意 識 的
に考えてきたことがあります。課 題を
常に分析し、何が必 要かを考え 続け
てきたことが、結 果 的 に 以 前より働
きやすい環境を生み出しています。

長期的視点でのテーマ設定が
現場を変える力に

多品種生産の現場では納期に応えなが
らいかに不良品を減らすかが求められ
ます。自動化をさらに進めていく上で
工場全体の作業の見える化に取り組
み、ヒューマンエラーを出さない体制
を築いていきます。

今後、現場全体でど
んな取り組みに注力
していきますか？

細かく等級を定めた教育システムを導
入しています。仕事を覚える段階で、
教える側と教わる側の双方が何となく
の感覚でなく、何をすべきかがはっき
り見えることでしっかりとした目標を
定める狙いがあります。

人材育成にも力を入
れているとか。

もともと曲げ加工は経験値が求められ
る一方で手間が多いと考えていまし
た。現場の自動化を考える上でIoT（モ
ノのインターネット）化が盛んに言わ
れ、現状の課題解決につながるとの判
断から導入を決めました。

設備導入は即断で決
めたようですね。

自動化によって人材をより大切にする会社に

　 最 大 の ネ ッ ク だ っ た 金 型 の
交 換 作 業 は、 手 作 業 で 約10分
かかっていたものが交換装置に

よって約１分半に短縮しました。
自動で交換している間に別の作
業ができるようになり、マシン
の稼働率も向上しています。
　加工精度も高まり、斜め方向
の曲げも可能となったほか、角
度センサー機能で高度な技術が
必要な角度出しも簡略化してい
ます。
　リピート品の対応にも変化が
出ています。サーバー管理がで
きるようになり、受注が入る度
に作成していた加工データを使
い捨てるムダがなくなりました。

次の受注に備えて社内で保管し
ている紙図面のファイルを探す
煩わしさも解消しています。
　結果として新たなマシンの導
入が、現場での仕事の進め方を
変える効果を生みました。

現場に潜む段取りのムダ
を減らし、さらなる高精
度な部品を生み出す

　さまざまな視点から現場を検証
していく中で挙がってきたのが、
曲げ加工をする際の段取りの手間
でした。特に加工する前の金型の
交換作業は手作業によって時間を
要し、リードタイムが長くなる要
因になっていました。
　多品種少量の現場では金型を
頻繁に交換するため、何らかの
対策を講じる必要がありました。
そこで2016年に導入したのが自
動金型交換装置を搭載したベン
ディングマシンです。モニター
操 作 に よ っ て 短 時 間 で 設 定 が
可能なほか、加工データをサー
バーで管理できるのが特長です。
　最新設備の導入で現場の効率
化を狙いつつ、長年培ってきた
技術力との融合で技術者たちの
能力がさらに発揮できる環境づ
くりを目指しました。

時間のかかる曲げ加工
で新たなベンディング
マシンを導入

　精密板金部品の製造を手がけ、
月に約5000種のオーダーに応え
る多品種生産の体制を築いてい
ます。
　切断や曲げ、溶接、組み立て
など幅広い加工が可能な現場は
一品モノから10個程度の少量の
オーダーが大半を占め、リピー
トで受注が入るものもあります。
そ ん な 中、 加 工 領 域 の 拡 大 や
年々難しくなるモノづくりを支
える人材の確保といった状況を
見越して、製造現場の自動化に
向けて作業工程の見直しを進め
ました。

多品種少量生産の
強みを伸ばすための
自動化への取り組み

製造部長　新開 英二

精密板金部品の曲げ加工では、手作業による金型交換が
リードタイムを長くする要因となっていました。新たなベ
ンディングマシンの導入で段取りのムダを減らし、ネット
ワークでの連動による生産効率化を実現しました。

現場の自動化でムダ、ムラをなくす体制確立へ
ネットワークと連動した
金型自動交換型
ベンディングマシンの導入
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